
本
朝
に
お
け
る
親
殺
し
の
不
孝
の
容
認

二
一
九

は
じ
め
に

　

本
朝
漢
土
を
問
わ
ず
、
古
代
よ
り
近
代
に
到
る
ま
で
尊
屬
殺
は
一
般
殺
人
を
大

き
く
越
え
た
重
罪
で
あ
っ
た（

（
（

。
例
え
ば
近
世
ま
で
本
朝
に
お
け
る
最
高
法
典
で
あ

っ
た
『
養
老
律
』
名
例
律
第
一
に
は
、
尊
屬
殺
が
八
逆
の
一
つ
惡
逆
と
し
て
卷
首

に
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。

四
に
曰
は
く
、
惡
逆
。［
謂
は
く
、
祖
父
母
・
父
母
を
毆
ち
、
及
び
殺
さ
む

と
謀
り
、
伯
叔
父
・
姑
・
兄
姉
・
外
祖
父
母
・
夫
・
夫
の
父
母
を
殺
せ
る
を

い
ふ
］（
四
曰
。
惡
逆
。［
謂
。
毆
及
謀
殺
祖
父
母
父
母
。
殺
伯
叔
父
。
姑
。

兄
姉
。
外
祖
父
母
。
夫
。
夫
之
父
母
］）。（『
養
老
律
』
名
例
律
第
一
（
（
（

）

そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
尊
屬
殺
の
量
刑
は
賊
盜
律
第
七
に
、

凢
そ
祖
父
母
・
父
母
・
外
祖
父
母
・
夫
・
夫
の
祖
父
母
・
父
母
を
殺
さ
む
と

謀
れ
ら
ば
、
皆
斬
。
…
…
已
に
殺
せ
ら
ば
、
皆
斬
（
凢
謀
殺
祖
父
母
々
々
。

外
祖
父
母
。
夫
。
夫
之
祖
父
々
母
々
者
。
皆
斬
。
…
…
已
殺
者
皆
斬
）。（『
養

老
律
』
賊
盜
律
第
七
（
（
（

）

と
あ
る
。
尊
屬
殺
は
、「
謀
（
未
遂
・
豫
備
罪
）」・「
已
殺
（
既
遂
）」
と
も
に
「
皆

斬
」
と
さ
れ
、
一
般
殺
人
の
「
凢
そ
人
を
殺
さ
む
と
謀
れ
ら
ば
、
徒
二
年
。
…
…

已
に
殺
せ
ら
ば
、
斬
（
凢
謀
殺
人
者
。
徒
二
年
。
…
…
已
殺
者
斬（

（
（

）」
と
較
べ
て

各
段
に
重
く
な
っ
て
い
る（

（
（

。
近
世
の
『

定
書
百
個
條
』
第
七
一
條
「
人
殺
幷
疵

付

仕
置
之
事
」
に
お
い
て
も
、
親
殺
し
は
「
一　

親
殺　

引
廻
の
上　

磔（
（
（

」

と
、
一
般
殺
人
の
「
下
手
人
（
引
用
者
㊟
…
…
死
刑
の
一
種
。
死
刑
六
種
中
の
最
輕

罰
（
（
（

）」
に
較
べ
て
極
め
て
重
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

近
世
に
お
け
る
親
殺
し
の

例
と
し
て
、『

仕
置
裁
許
帳
』
に
實
父
殺
し
が

三
例
、
實
母
殺
し
が
五
例

錄
さ
れ
て
い
る
が
、
父
殺
し
は
す
べ
て
「
磔
」、
母

殺
し
は
三
例
が
「
磔
」、
他
に
「
斬
」「
死
罪
」
が
一
例
づ
つ
と
な
っ
て
い
る
。
中

で
も
、

井
意
齋
な
る
者
は
、

是
ハ
建

內
匠
頭
家
來
、
此
者
父
才
兵
衞
と
申
者
を
突
殺
候
て
、
其
身
致
自

害
、
相
果
候
付
、
內
匠
頭
よ
り
土
屋
相

守
殿
え
被
相
逹
、
請
取
候

ニ

差
圖
ニ
付
、
鹽
漬
之
儘
、
使
者
田
中
加
太
夫
持
參
申
ニ
付
、
請
取
之
、
牢
屋

本
朝
に
お
け
る
親
殺
し
の
不
孝
の
容
認

　
　

�

佐
野
大
介
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子
を
放ゆ

る
し
て
衟
に
入
ら
し
め
た
る
功
德
、
豈
に
得
衟
の
良
緣
に
あ
ら
ざ
ら

ん
や
。
…
…
一
子
出
家
す
れ
ば
七
世
の
父
母
得
衟
す
と
見
え
た
り
。（『
正
法

眼

隨
聞
記
』
第
三
（
（（
（

）

と
あ
り
、「
得
衟
の
良
緣
」
を
理
由
に
老
母
の
餓
死
を
も
容
認
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
佛
敎
と
い
う
價
値
體
系
に
お
い
て
、
孝
（
親
の
命
）
を
超
越
す
る

價
値
（
出
家
）
が
存
在
し
、
そ
の
價
値
が
塡
補
と
な
っ
て
親
殺
し
が
容
認
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
佛
敎
的
價
値

と
い
っ
た
例
以
外
で
、
親
殺
し
が
容
認
、
さ
ら
に
は
稱

贊
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
本
朝
の
人
倫
感

覺
上
、
親
殺
し
を
容
認
す
る
よ
う
な
思
考
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

邦
儒
を
中
心
と
す
る
人
々
の
史
實
評
價
や
論
說
、
及
び
文
學
作
品
等
よ
り
考
え
て

み
た
い
。

一
、
忠
孝
背
反
狀
況

　

本
朝
に
お
け
る
衟
德
規
範
の
基
礎
を
な
し
た
思
想
と
し
て
は
、
佛
敎
と
竝
ん
で

儒
敎
が
擧
げ
ら
れ
る
。
儒
敎
的
思
惟
に
お
い
て
「
父
殺
し
」
は
、

子
の
父
を
弑
す
る
は
、
凢
そ
宮
に
在
る
者
、
殺
し
て
赦
す
こ
と
無
し
。
其
の

人
を
殺
し
、
其
の
室
を
壞
ち
、
其
の
宮
を
洿
に
し
て
豬
す
（
子
弑
父
、
凢
在

宮
者
、
殺
無
赦
。
殺
其
人
、
壞
其
室
、
洿
其
宮
而
豬
焉
）。（『
禮
記
』
檀
弓
下
）

な
ど
と
さ
れ
る
。
そ
の
親
殺
し
を
忌
む
こ
と
、
犯
人
を
處
刑
す
る
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
家
を
毀
し
て
水
溜
ま
り
（
洿
）
に
す
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
あ
る
。

　

親
殺
し
が
容
認
さ
れ
得
る
と
す
れ
ば
、
失
わ
れ
る
親
の
命
を
塡
補
し
得
る
よ
う

ニ
入
置
候
、

右
之
者
死

、
子
十
二
⺼
廿
五
日
於
淺

磔
（『

仕
置
裁
許
帳
』
卷
一
、「
一
五

　

父
を
弑
者
類
、
同
疵
付
る
者
の
類
幷
亂
心
之
者
（
（
（

」）

と
あ
り
、
父
才
兵
衞
を
殺
害
し
た
後
自
害
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に

そ
の
死

は
鹽
漬
け
さ
れ
牢
屋
に

監
さ
れ
た
後
、
磔
に
さ
れ
て
い
る
。
親
殺
し

が
、
絕
對
に
容
認
さ
れ
得
な
い
大
罪
と
し
て
認

さ
れ
て
い
た

子
が
窺
わ
れ
よ

う（
（
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
親
殺
し
に
つ
い
て
、
容
認
を
示
す
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
一
九
卷
第
七
は
、
梗
槪
が
「
鹿
に
轉
生
し
た
母
が
息
子
の

に

現
れ
、
翌
日
の
狩
で
自
ら
を
射
な
い
よ
う
訴
え
た
が
、
狩
に
熱
中
し
た
息
子
は
訴

え
を
忘
れ
歬
世
母
で
あ
っ
た
鹿
を
射
殺
す
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
を
悔
い
た
息
子
は

出
家
す
る
」
と
い
う
も
の
だ
が
、
そ
の
評
語
に
、

逆
罪
ヲ
犯
ス
ト
云
ヘ
ド
モ
、
出
家
ノ
緣
ト
成
ル
事
如
此
シ
、
ト
ナ
ム
語
リ
傳

ヘ
タ
ル
ト
ヤ
（『
今
昔
物
語
集
』
第
一
九
卷
「
丹
後
守
保
昌
朝
臣
郞
等
射
母
成
鹿
出

家
語
」
第
七
（
（（
（

）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
轉
生
し
た
鹿
と
は
い
え
、
子
が
親
を
射
殺
し
て
い
な
が

ら
、
そ
れ
が
「
出
家
の
緣
」
と
な
っ
た
こ
と
を
以
て
、
い
わ
ば
親
殺
し
を
容
認
す

る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
衟
元
の
言

を
記
錄
し
た
『
正
法
眼

隨
聞
記
』
に
は
、
老
母
を
養
っ

て
い
る
一
子
が
出
家
す
べ
き
か
と
の
質
問
に
對
し
て
、

し
今
生
を
捨
て
ゝ
佛
衟
に
入
り
た
ら
ば
、
老
母
は
設
ひ
餓
死
す
と
も
、
一



本
朝
に
お
け
る
親
殺
し
の
不
孝
の
容
認

二
二
一

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
淺
見
絅
齋
は
『
忠
孝
類
說
』
に
お
い
て
、
和
漢
の
忠
孝
背
反
事
例
を
八

例
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
評
語
を
附
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
條
「
松
田
左
馬

助
」
は
、
要
約
す
れ
ば
、「
北
條
氏
小
田
原
城
が
豐
臣
秀
吉
に
抱
圍
さ
れ
る
こ
と

久
し
く
な
っ
た
折
、
北
條
の
臣
で
あ
る
松
田
尾
張
守
は
竊
か
に
豐
臣
に
降
ろ
う
と

す
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
尾
張
守
の
息
子
左
馬
助
は
主
君
北
條
氏
直
に
父
の
逆
心
を

密
吿
す
る
。
父
の
助
命
が
約
束
さ
れ
た
上
で
の
密
吿
で
あ
っ
た
筈
が
、
結
局
尾
張

守
は
切
腹
さ
せ
ら
れ
る
。
後
、
城
主
氏
直
は
豐
臣
に
降
伏
し
、
高
野
山
で
謹
愼
す

る
こ
と
と
な
り
、
左
馬
助
は
氏
直
に
從
い
共
に
高
野
山
に
入
る
」
と
い
う
事
例
で

あ
る
。
こ
こ
で
左
馬
助
は
、
父
親
の
助
命
を
嘆
願
し
た
上
の
こ
と
と
は
い
え
、
主

君
北
條
氏
直
へ
の
忠
を
全
う
す
る
（
＝
忠
）
た
め
に
父
の
叛
意
を
密
吿
（
＝
親
殺
し

の
不
孝
）
し
、
父
は
そ
の
結
果
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
忠
孝
背
反
事
例
に
お

い
て
忠
を
優
先
さ
せ
た
典
型
的
な
事
例
と
い
え
る
。

　

絅
齋
は
、
こ
の
左
馬
助
に
對
し
、

左
馬
助
の
志
、
固
よ
り
哀
し
む
べ
し
（
左
馬
助
之
志
、
固
可
哀
矣
）。（『
忠

孝
類
說
（
（（
（

』）

と
し
て
一
定
の
同
情
を
示
し
な
が
ら
も
、

終
に
高
野
山
に
登
り
て
以
て
遺
息
を
保
つ
。
此
れ
恨
む
べ
き
な
り
（
終
登
高

野
山
以
保
遺
息
。
此
可
恨
也
）。（『
忠
孝
類
說
（
（（
（

』）

と
、
父
や
氏
直
以
外
の
主
筋
（
北
條
氏
政
ら
）
を
死
な
せ
て
お
き
な
が
ら
、
自
刄

な
價
値
が
、
親
殺
し
に
よ
っ
て
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
凢
そ
儒

敎
的
思
惟
に
お
い
て
人
々
の
行
動
を
規
制
す
る
も
の
は
、
人
倫
關
係
に
お
け
る
衟

德
と
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
禮
で
あ
る
と
い
え
る
。
で
あ
る
な
ら
、
親
殺
し
と
い
う

不
孝
は
、
そ
れ
に
相
當
す
る
價
値
を
㊒
す
る
人
倫
衟
德
に
よ
っ
て
の
み
塡
補
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

そ
こ
で
以
下
、
先
ず
三
綱
と
し
て
親
子
關
係
と
竝
び
稱
さ
れ
る
君
臣
關
係
・
夫

婦
關
係
に
お
い
て
、
そ
の
下
位
者
か
ら
の
衟
德
で
あ
る
忠
・
貞
と
孝
と
の
背
反
狀

況
に
つ
い
て
考
察
し
、
い
か
な
る
場
合
に
親
殺
し
が
容
認
さ
れ
得
る
の
か
に
つ
い

て
檢
討
す
る（
（（
（

。

　

本
朝
に
お
い
て
、
忠
は
時
に
孝
よ
り
重
い
と
さ
れ（
（（
（

、
古
來
よ
り
孝
と
の
背
反
が

問
題
と
な
っ
た
事
例
も
數
多
い
。
中
で
も
國
史
上
に
お
け
る
親
殺
し
を
伴
う
忠
孝

背
反
事
例
と
い
っ
て
先
ず
思
い
う
か
ぶ
の
は
、
源
義
朝
の
事
例
で
あ
ろ
う
。
保
元

の
亂
で
は
、
朝
廷
が
後
白
河
天
皇
方
と
崇
德
上
皇
方
と
に
分
裂
し
、
攝
關
家
・
源

氏
・
平
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
二
手
に
分
か
れ
て
相
爭
っ
た
。
こ
の
際
、
義
朝
は
後
白
河

天
皇
に
從
い
、
崇
德
上
皇
に
從
っ
た
父
爲
義
、
弟
賴
賢
・
爲
朝
ら
と

對
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
爭
亂
は
天
皇
側
の
勝
利
に
終
り
、
戰
の
後
、
上
皇
に
與
し
た
者
た

ち
の
處
罰
が
行
な
わ
れ
た
。
義
朝
は
父
弟
ら
の
助
命
を
嘆
願
し
た
が
許
さ
れ
ず
、

却
っ
て
義
朝
の
手
に
よ
っ
て
父
爲
義
の
處
刑
を
行
な
う
よ
う
命
ぜ
ら
れ
る
。
最
終

的
に
義
朝
は
鐮
田
正
淸
に
命
じ
て
爲
義
を
處
刑
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
敕
命
に
從
い

（
＝
忠
）、
親
を
殺
し
た
（
＝
親
殺
し
の
不
孝
）、
忠
孝
背
反
事
例
と
い
え
る
。

　

こ
の
事
件
は
多
く
の
史
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、

評
語
を
附
す
も
の
は
そ
の
全
て
が
義
朝
を
非
難
し
て
い
る（
（（
（

。
一
例
を
擧
げ
れ
ば
、

義
朝
…
…
父
の
首
を
き
ら
せ
た
り
し
こ
と
大
な
る
と
が
な
り
。
古
今
に
も
き

か
ず
、
和
漢
に
も
例
な
し
。（『
神
皇
正

記
』
人
、
二
條
院
條
（
（（
（

）
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己
カ
身
ヲ
ス
テ
ン
カ
。（『
儒
門
思
問
錄
』
卷
第
一
下
「
孔
子
不
聽
父
子
訟
（
（（
（

」）

と
し
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
場
合
に
は
己
の
身
を
捨
て
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

　

中
井
履
軒
は
、「
忠
孝
兩
全
論
」（『
履
軒
敝
帚
』）
に
お
い
て
忠
孝
背
反
事
例
を

三
種
に
分
類
し
、
①
親
の
命
と
君
の
命
と
、
②
親
の
命
と
君
の
靴
と
、
③
親
の
命

と
君
の
璽
符
と
、
の
そ
れ
ぞ
れ
の
二
者
擇
一
と
い
う
狀
況
を
設
定
す
る
。

人
㊒
り
て
之
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
而
な
ん
ぢ
な
ん
ぢが
君
を
殺
せ
。
我
則
ち

が
父
を
釋

さ
む
。
不
し
か
ら
ずん
ば
則
ち
遂
に

が
父
を
殺
さ
む
」
と
。

く
も
人
心
㊒
る
者
、

皆
な
爲
さ
ざ
る
な
り
（
㊒
人
謂
之
曰
、
而
殺

君
、
我
則
釋

父
。
不
則
遂

殺

父
。

㊒
人
心
者
、
皆
弗
爲
也
）。（『
履
軒
敝
帚
』「
忠
孝
兩
全
論
（
（（
（

」）

曰
く
、「
而

が
君
の
履
を
竊
み
て
我
に
奉
ぜ
よ
。我
則
ち

が
父
を
釋
さ
む
」

と
。
辜
を
君
に
得
と
雖
も
爲
す
べ
し
（
曰
、
而
竊

君
之
履
而
奉
於
我
。
我

則
釋

父
。
雖
得
辜
於
君
可
爲
也
）。（『
履
軒
敝
帚
』「
忠
孝
兩
全
論
（
（（
（

」）

曰
く
、「
而

が
君
の
璽
符
を
竊
み
て
我
に
奉
ぜ
よ
。
不
ん
ば
則
ち
遂
に

が
父
を
殺
さ
む
」
と
。
孝
に
顓も
っ
ぱら
な
る
者
猶
ほ
之
を
爲
す
。
忠
に
顓
ら
な
る

者
爲
さ
ず
。
一
に
顓
ら
に
し
て
全
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
（
曰
、
而
竊

君
之
璽

符
而
奉
於
我
。
不
則
遂
殺

父
。
顓
乎
孝
者
猶
爲
之
。
顓
乎
忠
者
弗
爲
。
顓

乎
一
不
可
謂
全
矣
）。（『
履
軒
敝
帚
』「
忠
孝
兩
全
論
（
（（
（

」）

　

つ
ま
り
、
忠
孝
背
反
狀
況
を
一
般
化
・
抽
象
化
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
忠

孝
の
實
行
に
必
要
な
コ
ス
ト
の
大
小
を
設
定
し
、
①
孝
＝
極
大
・
忠
＝
極
大
、
②

孝
＝
極
大
・
忠
＝
小
、
③
孝
＝
極
大
・
忠
＝
大
、
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
背
反
狀
況

も
せ
ず
己
の
み
生
き
殘
っ
た
と
し
て
、
强
く
非
難
す
る
。

　

義
朝
は
積
極
的
な
親
殺
し
、
左
馬
助
は
消
極
的
な
親
殺
し
と
な
ろ
う
が
、
ど
ち

ら
も
そ
の
行
爲
は
非
難
の
對
象
と
な
っ
て
お
り
、
親
殺
し
の
不
孝
は
主
君
へ
の
忠

に
よ
っ
て
も
塡
補
さ
れ
な
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
忠
に
對
す
る

孝
の
完
全
な
優
越
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
忠
孝
背
反
に
つ
い
て
論
ず
る
際
に

は
、
多
く
は
そ
の
大
小
が
問
題
と
さ
れ
る
。

　

以
下
、
忠
孝
背
反
事
例
を
一
般
化
し
て
そ
の
對
應
に
つ
い
て
論
じ
た
林
羅
山
と

中
井
履
軒
と
の
論
を
採
り
上
げ
て
考
察
す
る
。
羅
山
は
、「
父
の
惡
事
・
叛
意
を

君
に
訴
え
る
べ
き
か
」
と
い
っ
た
左
馬
助
と
同
型
の
忠
孝
背
反
事
例
に
つ
い
て
、

其
子
ツ
カ
ヘ
テ
官
位
ニ
ノ
ボ
リ
タ
ラ
ン
人
ナ
ラ
バ
。
父
纔
ノ
僻
事
ア
ラ
バ
カ

ク
ス
ベ
シ
。
內
內
ニ
テ
諫
ム
ベ
キ
ナ
リ
。

父
野
心
ヲ
夾
ミ
國
家
ヲ
妨
グ
ベ

キ
企
ア
ラ
ン
ニ
。
諫
メ
テ
幾
度
モ
シ
テ
キ
カ
ズ
バ
。
李
璀
カ
例（
（（
（

ニ
モ
シ
タ
ガ

フ
ベ
シ
。
…
…
或
ハ
平
人
ナ
ラ
バ
野
心
ノ
オ
ソ
レ
ナ
シ
。
…
…
タ
ヾ
ヒ
ソ
カ

ニ
カ
ク
シ
テ
居
ル
ベ
キ

ニ
ヤ
。（『
儒
門
思
問
錄
』
卷
第
一
上
「
父
攘
羊
子
證
之

石

李
璀
（
（（
（

」）

と
す
る
。
ま
ず
、
當
事
者
で
あ
る
子
を
官
吏
と
平
人
と
に
分
類
し
、
平
人
で
あ
れ

ば
國
家
反
逆
と
い
っ
た
大
き
な
罪
は
犯
せ
な
い
の
で
父
の
罪
を
隱
し
、
官
吏
で
あ

れ
ば
さ
ら
に
父
の
罪
を
大
小
に
分
類
し
、
國
家
反
逆
等
の
大
罪
は
（
父
が
處
刑
さ

れ
る
と
し
て
も
）
訴
え
、
纔
か
の
僻
事
と
い
っ
た
小
罪
は
隱
す
、
と
の
主
張
で
あ

る
。
な
お
、
卷
一
下
に
も
類
似
し
た
議
論
が
見
え
、

私
事
ハ
恩
愛
ナ
リ
。
…
…
公
義
ハ
大
義
ナ
リ
。
幾
度
モ
諫
メ
テ
。
父
キ
カ
ザ

ラ
ン
ト
キ
ニ
ハ
分
別
ア
ル
ベ
シ
。別
ニ
ス
ベ
キ
ヤ
ウ
ナ
カ
ラ
ン
キ
ハ
メ
ニ
ハ
。



本
朝
に
お
け
る
親
殺
し
の
不
孝
の
容
認

二
二
三

な
ど
と
人
倫
の
根
本
で
あ
る
と
も
さ
れ
、
貞
は
忠
に
次
い
で
孝
と
の
背
反
が
問
題

と
な
る
德
目
で
あ
る
。
多
く
「
夫
の
死
後
、
實
親
が
無
理
に
再
婚
を

め
る
」
と

い
っ
た
形
で
顯
在
化
す
る
が（
（（
（

、
史
上
さ
ら
に
尖
銳
な
背
反
と
し
て
、「
夫
と
父
と

が
對
立
し
た
場
合
、
婦
人
は
ど
ち
ら
に
從
う
べ
き
か
」
と
い
っ
た
事
例
が
あ
る
。

　

親
殺
し
を
伴
う
貞
孝
背
反
と
し
て
は
、
景
行
天
皇
の

を
受
け
た
市い
ち

乾ふ

鹿か

文や

が
朝
廷
に
反
抗
す
る
父
熊

梟
帥
を
謀
殺
し
、「
其
の
不
孝
の
甚
だ
し
き
を
惡
み

（
惡
其
不
孝
之
甚
）」
た
も
う
た
天
皇
に
よ
っ
て
誅
殺
さ
れ
た
例
が
あ
る
（『
日
本
書

紀
』
卷
七
、
景
行
天
皇
一
二
年
一
二
⺼
條
（
（（
（

）。
こ
こ
で
は
、
天
皇
へ
の
貞
（
忠
で
も
あ

る
）
に
よ
っ
て
す
ら
親
殺
し
が
容
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　

ま
た
、
正
德
元
年
に
發
生
し
た
あ
る
貞
孝
背
反
事
件
に
關
し
て
、
新
井
白
石
が

詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
そ
の
事
件
の
梗
槪
は
、「
ウ
メ
の
實
父
甚
五
兵
衞
と
兄
四

郞
兵
衞
と
が
、
ウ
メ
の
夫
伊
兵
衞
を
殺
害
、
伊
兵
衞
は
行
方
不
朙
と
な
る
。
數
日

後
河
原
で
身
元
不
朙
の
死
體
が
發
見
さ
れ
、
父
兄
の
犯
行
を
知
ら
ぬ
ウ
メ
が
人
物

照
會
を
申
し
出
、
伊
兵
衞
の
死
體
と

朙
す
る
。
そ
こ
か
ら
甚
五
兵
衞
等
の
凶
行

が
露
見
し
、
處
罰
に
到
る
」
と
い
う
も
の
（
新
井
白
石
『
折
た
く
柴
の
記
』
卷
下
）。

　

ウ
メ
の
行
爲
に
よ
っ
て
結
果
的
に
、
夫
の

が
討
た
れ
（
＝
貞
）、
父
が
死
罪

（
＝
親
殺
し
の
不
孝
）
と
い
う
貞
孝
背
反
事
例
が
成
立
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
事
件

が
「
子
が
父
を
訴
え
た
罪（
（（
（

」
を
形
成
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
白
石
は
以
下
の
よ
う

に
述
べ
る
。

人
の
妻
た
る
も
の
は
夫
に
從
ひ
て
、
父
に
從
ふ
ま
じ
き
義
あ
る
こ
と
を
し
る

べ
し
。（『
折
た
く
柴
の
記
』
卷
下
（
（（
（

）

　

白
石
は
、『
儀
禮
』
載
す
喪
服
の
制
に
お
い
て
、
妻
の
夫
に
對
す
る
喪
が
斬
衰

に
つ
い
て
、
①
は
選
擇
不
能
、
②
は
親
の
命
を
優
先
、
③
は
孝
を
重
ん
じ
る
者
は

孝
優
先
、
忠
を
重
ん
じ
る
者
は
選
擇
不
能
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
て
さ
ら
に
、
選
擇
不
能
時
は
、

然
ら
ば
則
ち
之
を
爲
す
こ
と
奈
何
。
死
㊒
る
の
み
（
然
則
爲
之
奈
何
。
㊒
死

而
已
矣
）。（『
履
軒
敝
帚
』「
忠
孝
兩
全
論
（
（（
（

」）

と
し
て
、
己
が
死
ぬ
こ
と
が
最
善
手
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

　

以
上
よ
り
、
忠
孝
背
反
事
例
に
お
い
て
、
親
の
命
を
見
捨
て
る
、
廣
義
の
「
親

殺
し
」
が
容
認
さ
れ
る
條
件
と
し
て
は
、
羅
山
に
よ
れ
ば
國
家
反
逆
の
阻
止
、
履

軒
に
よ
れ
ば
君
の
命
（
場
合
に
よ
っ
て
は
君
の
璽
符
）
の
保
全
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
親
の
命
を
塡
補
し
得
る
價
値
と
し
て
、
國
家
・
君
の

命
（
君
の
璽
符
）
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
、
貞
孝
背
反
狀
況

　

三
綱
の
一
で
あ
る
夫
婦
關
係
は
、

天
地
㊒
り
て
然
る
後
に

物
㊒
り
。

物
㊒
り
て
然
る
後
に
男
女
㊒
り
。
男

女
㊒
り
て
然
る
後
に
夫
婦
㊒
り
。
夫
婦
㊒
り
て
然
る
後
に
父
子
㊒
り
。
父
子

㊒
り
て
然
る
後
に
君
臣
㊒
り
。
君
臣
㊒
り
て
然
る
後
に
上
下
㊒
り
。
上
下
㊒

り
て
然
る
後
に
禮
儀
も
錯
く
所
㊒
り
。
夫
婦
の
衟
は
以
て
久
し
か
ら
ざ
る
べ

か
ら
ざ
る
な
り
（
㊒
天
地
然
後
㊒

物
。
㊒

物
然
後
㊒
男
女
。
㊒
男
女
然

後
㊒
夫
婦
。
㊒
夫
婦
然
後
㊒
父
子
。
㊒
父
子
然
後
㊒
君
臣
。
㊒
君
臣
然
後
㊒

上
下
。
㊒
上
下
然
後
禮
義
㊒
所
錯
。
夫
婦
之
衟
不
可
以
不
久
也
）。（『
周
易
』

序
卦
）



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

二
二
四

に
相
當
し
得
る
價
値
と
し
て
、
夫
の
命
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

三
、
孝
孝
背
反
狀
況

三
︱
一
、

へ
の
孝
と
母
へ
の
孝
と
の
背
反

　

孝
が
働
く
場
で
あ
る
親
子
關
係
に
は
、「
實
親―

實
子
」
の
他
、「
養
親―

養

子
」「
繼
親―

繼
子
」「
舅
姑―

嫁
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
會
的
親
子
關
係
が
存

在
す
る（
（（
（

。
た
め
に
、
孝
と
孝
と
が
背
反
す
る
狀
況
と
い
う
も
の
を
想
定
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る（
（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
中
で
、
最
も
發
生
す
る
素
地
の
多
い
も
の
は
、
父
に
對
す
る
孝
と
母

に
對
す
る
孝
と
の
背
反
で
あ
ろ
う
。
中
井
履
軒
が
『
年
成
錄
』
に
お
い
て
言
及
す

る
の
も
、
こ
の
型
の
孝
孝
背
反
事
例
で
あ
る
。
事
件
は
、「
妻
（
後
妻
）
が
閒
男

と
謀
っ
て
夫
を
殺
害
。
そ
れ
を
見
た
子
（
繼
子
）
が
妻
（
繼
母
）
の
頸
を

と
す
」

と
い
う
も
の
で
、
父
の

討
ち
（
＝
孝
）
の
た
め
に
繼
母
を
殺
す
（
＝
親
殺
し
の
不

孝
）
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
事
件
は
、「
繼
子
が
、「
自
分
は

父
の

を
討
っ
た
が
、
母
殺
し
の
罪
人
で
あ
る
」
と
し
て
官
憲
に
出
頭
。
獄
に
繫

が
れ
三
年
經
ち
、
い
よ
い
よ
處
刑
が
行
な
わ
れ
ん
と
し
た
際
に
、
あ
る
士
が
述
べ

た
意
見
が
採
用
さ
れ
、
死
刑
を
免
れ
る
」
と
續
く
。

　

領
主
に
死
刑
を
飜
意
さ
せ
た
そ
の
意
見
と
は
、

か
の
繼
母
は
わ
れ
と
は
他
人
な
る
を
、
何
ゆ
ゑ
母
と
お
な
じ
く
す
る
や
、
父

の
妻
な
る
故
に
あ
ら
ず
や
、…
…
父
の
妻
刀
を
ぬ
き
夫
の
胸
に
つ
き
た
る
時
、

夫
婦
の
緣
は
な
れ
ず
や
、
…
…
父
と
夫
婦
の
ゑ
ん
は
な
れ
た
れ
ば
、
わ
れ
と

は
も
と
の
他
人
な
り
、
父
を
殺
し
た
る
他
人
を
き
り
た
る
は
、
ま
こ
と
の

う
ち
に
こ
そ
、
罪
は
少
し
も
あ
る
ま
じ
く
、（『
年
成
錄
（
（（
（

』）

三
年
で
、
實
父
に
對
す
る
喪
が
齊
衰
一
年
で
あ
る
こ
と
や
、「
婦
人
に
三
從
の
義

㊒
り
。
專
用
の
衟
無
し
。
故
に
未
嫁
は
父
に
從
ひ
、
既
嫁
は
夫
に
從
ひ
、
夫
死
せ

ら
ば
子
に
從
ふ
。
故
に
父
は
子
の
天
な
り
。
夫
は
妻
の
天
な
り
（
婦
人
㊒
三
從
之

義
、
無
專
用
之
衟
、
故
未
嫁
從
父
、
既
嫁
從
夫
、
夫
死
從
子
。
故
父
者
子
之
天

也
。
夫
者
妻
之
天
也
）」（『
儀
禮
』
喪
服
）
と
い
う
所
謂
婦
人
三
從
の
說
な
ど
を
根

據
に
、
妻
に
と
っ
て
は
夫
が
父
よ
り
上
位
の

威
者
で
あ
る
と
し
て
、
夫
の
爲
に

父
を
犧
牲
と
し
た
ウ
メ
の
無
罪
を
主
張
す
る
。

　

一
方
、
大
學
頭
林
信
篤
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』
載
す
、
夫
に
よ
る
實
父
殺
害
計

畫
を
知
っ
た
妻
が
實
母
に
去
就
を
相
談
し
た
際
の
實
母
の
科
白
「
人
盡
く
夫
な

り
。
父
は
一
の
み
（
人
盡
夫
也
。
父
一
而
已
）」（『
春
秋
左
氏
傳
』
桓
公
一
五
年
）

を
以
て
ウ
メ
を
處
罰
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
白
石
の
「
夫
は
妻
の
天
な
り
」
と

い
う
原
則
と
、
林
信
篤
の
「
父
は
一
の
み
」
と
の
原
則
と
が
完
全
に
對
立
し
て
お

り
、
こ
の
問
題
の
難
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る（
（（
（

。

　

勿
論
、
白
石
も
夫
が
父
に
完
全
に
優
先
す
る
と
す
る
譯
で
は
な
い
。
白
石
は
、

本
件
に
關
し
て
は
、
單
に
夫
と
父
と
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
で

は
な
く
、
本
件
が
「
人
の
婦
と
し
て
、
父
其
夫
を
殺
す
の
ご
と
き
は
、
人
倫
の
變

最
大
な
る
も
の（
（（
（

」（
＝
最
大
の

常
事
態
）
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
も
そ
も
ウ
メ
に
父

を
訴
え
る
意
志
が
無
か
っ
た
こ
と
（
夫
の
死
亡
も
父
兄
が
そ
の
犯
人
で
あ
る
こ
と
も
知

ら
ず
、
た
だ
死
體
の
檢
分
を
申
請
し
た
だ
け
で
、
父
の
死
罪
は
無
自
覺
的
結
果
）
と
を
併

せ
て
强
調
し
て
お
り
、
自
覺
的
に
親
殺
し
を
行
な
っ
た
案
件
で
は
自
ず
か
ら

な

る
結
論
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

た
だ
、
ウ
メ
の
「
親
殺
し
」
に
準
ず
る
行
爲
の
容
認
を
主
張
す
る

斷
基
準
と

し
て
、「
父
其
夫
を
殺
す
」
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貞
孝
背
反
事
例
に

お
い
て
、
廣
義
の
「
親
殺
し
」
を
容
認
す
る
可
能
性
が
發
生
す
る
條
件
と
し
て
、

「
父
に
よ
る
夫
の
殺
害
」
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
親
の
命



本
朝
に
お
け
る
親
殺
し
の
不
孝
の
容
認

二
二
五

府
同
心
某
に
一
女
あ
り
。
其
母
鄰
家
の
奴
と
姦
通
し
、
竊
に
其
奴
と
相

謀
り
、
本
夫
を
殺
さ
ん
と
す
。
其
女
時
に
歲
十
三
な
り
。
こ
れ
を
聞
て
竊
に

憂
ひ
て
、
自
ら
以
謂
、
之
を

4

4

父4

に
吿
れ
ば
母
殺
さ
れ
ん

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
吿
さ
れ
バ

4

4

4

4

父4

殺
さ

4

4

れ
ん

4

4

。
こ
れ
を
如
何
す
へ
き
と
。
既
に
し
て
自
ら
意
を
決
し
て
曰
く
、「
父4

重
く
し
て
母
輕
し

4

4

4

4

4

4

4

、
寧
ろ
不
義
の
母
を
殺
さ
ん

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
と
て
、
や
が
て
之
を
父
に

吿
れ
バ
、
父
大
に
怒
り
、
刀
を
拔
て
母
と
姦
夫
と
を
殺
せ
り
。

夜
、
そ
の

女
、
谷
中
の
善
光
寺
に

り
、
寺
主
に
其
故
を
吿
げ
、
弟
子
と
な
り
、
髮
を

剃
り
、
尼
と
な
り
て
母
の
冥
福
を
修
せ
ん
こ
と
を
固
く
請
へ
ど
も
、
許
さ
ヾ

る
う
ち
に
、
父
ま
た
尋
ね
來
れ
り
。
仍
て
、
其
父
と
相
議
し
て
尼
と
ぞ
な
し

に
け
る
。

府
其
の
事
を
聞
て
、
寺
主
に
命
じ
て
女
を
以
て
法
嗣
と
な
す
と

云
。（『
近
世
孝
子
傳
』
附
錄
（
（（
（

）（
句
讀
點

點
括
弧
引
用
者
）

こ
ち
ら
は
先
と

な
り
、
相
手
が
實
母
で
あ
る
。「
之
を
父
に
吿
れ
ば
母
殺
さ
れ

ん
。
吿
さ
れ
バ
父
殺
さ
れ
ん
」
と
認

し
て
い
な
が
ら
「
寧
ろ
不
義
の
母
を
殺
さ

ん
」
と
考
え
、
父
の
命
を
守
る
た
め
に
（
＝
孝
）、
母
の
命
を

め
密
吿
（
＝
親
殺

し
の
不
孝
）
し
た
こ
と
に
な
る
。
自
ら
親
殺
し
を
行
な
っ
た
譯
で
は
な
い
が
、
娘

の
密
吿
が
母
の
殺
害
に
直
結
す
る
た
め
、
こ
れ
も
廣
義
の
親
殺
し
と
い
え
よ
う
。

　

こ
こ
で
、
撰
者
城
井
壽

は
上
の
二
例
に
つ
い
て
、

古
の
曾
我
氏
兄
弟
ハ
い
ふ
に
足
ら
ず
、
日
野
阿
新
と
美
を
千
載
の
上
に
な
ら

ぶ

と
云
べ
し
。
…
…
嗚
呼
此
兒
の
知
略
此
女
の
果
斷
ハ
天
地
神
朙
の
暗
贊
冥
助

し
て
以
て
此
一
雙
美
を
成
さ
し
む
る
所
に
あ
ら
ざ
る
を
知
ら
む
や
。（『
近
世

孝
子
傳
』
附
錄
（
（（
（

）

と
い
う
も
の
で
、「「
繼
母―

繼
子
」
の
親
子
關
係
は
、
繼
母
が
父
の
妻
で
あ
る
こ

と
を
歬
提
と
し
て
成
立
す
る
」・「
繼
母
が
父
を
殺
し
た
時
點
で
そ
の
夫
婦
の
義
は

消
滅
し
て
い
る
」
と
の
歬
提
か
ら
、「
子
が
殺
し
た
の
は
繼
母
で
は
な
く
他
人
で

あ
る
」
と
の
結
論
を
導
き
だ
し
た
三
段
論
法
と
な
っ
て
い
る
。「
及
び
妻
、
…
…

及
び
夫
を
害
せ
む
と
せ
ら
ば
、
赦
に
會
ふ
と
雖
も
、
皆
義
絕
と
爲
よ
（
及
妻
。

…
…
及
欲
害
夫
者
。
雖
會
赦
。
皆
爲
義
絕
）」（『
養
老
令
』
戶
令
第
八
（
（（
（

）
と
い
っ
た

認

に
沿
っ
た
考
え
方
と
い
え
よ
う
。

　

結
局
こ
の
繼
子
は
死
刑
は
免
れ
た
が
鎻
門
と
さ
れ
た
。
こ
の

決
に
關
し
て
履

軒
は
、か

の

子
は
賞
翫
し
て
召
し
つ
か
は
れ
て
こ
そ
よ
け
れ
、
世
す
て
人
と
な

し
ゝ
は
、
な
ほ
刑
名
の
垢
の
す
こ
し
殘
り
た
る
に
ぞ
（『
年
成
錄
（
（（
（

』）

と
し
て
、
子
に
同
情
的
な
評
價
を
下
し
て
い
る
。
履
軒
の
考
え
で
は
、
父
の

討

ち
（
＝
孝
）
の
た
め
の
繼
母
殺
し
（
＝
親
殺
し
の
不
孝
）
が
容
認
さ
れ
て
い
る
と
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

同

の
例
は
、
朙
治
七
年
發
行
の
『
近
世
孝
子
傳
』
に
も
見
え
、「
繼
母
と
姦

夫
と
が
父
を
殺
害
。
そ
の
子
で
あ
る
兄
弟
が
姦
夫
を
殺
し
、
そ
れ
を
見
た
繼
母

は
迯
亡
す
る
も
追
捕
さ
れ
獄
に
下
さ
れ
る
」（「
下
總
の
二

」）
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
こ
こ
で
兄
弟
は
直
截
繼
母
を
殺
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
兄
弟
の
姦
夫
殺
害

か
ら
繼
母
の
迯
亡
・
捕
縛
に
至
っ
て
お
り
、
歬
の
事
例
と
「
孝
の
た
め
の
不
孝
」

と
い
う
構
造
を
一
に
す
る
。

　
『
近
世
孝
子
傳
』
に
は
類
似
す
る
事
例
が
も
う
一
件

錄
さ
れ
て
お
り
、「
あ
る

親
へ
の
孝
の
た
め
に
、
別
の
親
へ
の
親
殺
し
の
不
孝
が
容
認
さ
れ
る
」
と
い
う
法

則
が
さ
ら
に
顯

に
表
れ
て
い
る
。
以
下
、
全
文
を
載
す
。
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二
二
六

が
推
奬
さ
れ
て
い
る
。

　

心
學
に
も
養
父
と
實
父
と
へ
の
孝
の
背
反
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
が
あ
り
、

問
。
此
ニ
養
子
ニ
行
タ
ル
者
ア
リ
。

實
父
其
養
父
ヲ
殺
サ
バ
其
實
父
ヲ

ト
シ
テ
討
ル
ベ
キ
ヤ
。

答
。
養
父
ノ

ヲ
討
、
其
首
ヲ
廟
歬
ニ
手
向
ベ
ク
候
。（『
石
田
先
生
語
錄
』
卷

一
（
（（
（

）

と
、

討
ち
と
い
う
養
父
へ
の
孝
の
た
め
で
あ
れ
ば
、
親
殺
し
と
い
う
實
父
へ
の

不
孝
も
容
認
さ
れ
る
こ
と
が
朙
言
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
卷
一
七
に
は
、
實
父

と
養
父
と
が
、
口
論
か
ら
切
り
合
い
に
及
ん
だ
場
合
を
假
定
し
て
、
子
の
取
る
べ

き
行
爲
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

咨
、
是
非
ナ
シ
ト
云
フ
テ
其
閒
中
ヘ
飛
入
ラ
ン
。
其
時
ニ
至
、
我
身
ヲ
切
ラ

レ
バ
切
ラ
レ
。
マ
ヽ
ヨ
、
此
時
雙
方
親
ノ
爲
ニ
一
命
ヲ
舍
テ
ン
、
我
身
ヲ
忘

レ
テ
孝
ト
セ
ン
。（『
石
田
先
生
語
錄
』
卷
一
七
（
（（
（

）

子
は
二
人
の
閒
に
飛
び
入
り
、
己
が
切
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
切
り
合
い
を
止
め
る

べ
き
と
の
主
張
で
あ
り
、
忠
孝
背
反
事
例
に
お
け
る
選
擇
不
能
時
は
己
の
死
を
選

擇
す
べ
し
と
す
る
羅
山
・
履
軒
の
說
に
類
似
す
る
。

　

以
上
よ
り
、
實
父
養
父
背
反
事
例
に
お
い
て
、
實
親
を
討
つ
親
殺
し
が
容
認
さ

れ
る
條
件
と
し
て
は
、
實
家
養
家
閒
の
戰
及
び
養
父
の
命
の
保
全
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
實
父
の
命
を
塡
補
し
得
る
價
値
と
し
て
、
養
父

の
命
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
繼
母
殺
し
の
み
な
ら
ず
、
實
母
殺
し
さ
え
も
共
に
大
い
に
賞
贊
し
て
い
る
。
ま

た
、「
孝
子
傳
」
と
銘
打
た
れ
た

書
に

錄
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
娘

を
「
孝
子
」
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
よ
り
、
父
母
背
反
事
例
に
お
い
て
、
親
を
訴
え
死
罪
と
さ
せ
る
、
廣
義
の

「
親
殺
し
」
が
容
認
さ
れ
る
條
件
と
し
て
は
、
父
の

討
ち
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
母
の
命
を
塡
補
し
得
る
價
値
と
し
て
、
父
の
命
が
想

定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

三
︱
二
、
實

へ
の
孝
と
養

へ
の
孝
と
の
背
反

　

次
に
、
養
子
に
出
さ
れ
た
者
に
お
け
る
、
實
父
へ
の
孝
と
養
父
へ
の
孝
と
の
背

反
に
つ
い
て
考
察
す
る（
（（
（

。
江
戶

府
成
立
後
、
筑
後
柳
河

の
初
代

主
と
な
っ

た
立

宗

は
、
幼
少
の
頃
、
立

家
（
戶べ

っ

次き

鑑あ
き

連つ
ら

）
が
實
父
高た
か

橋は
し

鎭じ
ょ
う

種う
ん

よ
り
貰

い
受
け
た
養
子
で
あ
る
が
、
養
子
と
し
て
出
さ
れ
る
際
、
實
父
鎭
種
は
宗

に
向

か
っ
て
、

向
後
は
我
等
を

に
も
親
と
思
ふ
閒
旉
、
朙
日
に
も
鑑
連
と
弓
箭
の
習
、

味
方
と
も
成
り
な
ば
、
鑑
連
の
先
鋒
と
成
り
、
成
る
程
我
等
を
打
取
る
べ
し
、

鑑
連
は
常
に
未
練
な
る
こ
と
を
、
大
に
嫌
は
れ
候
閒
、
自
然
不
覺
に
て
、
鑑

連
よ
り
義
絕
せ
ら
れ
な
ば
、
岩
屋
に
歸
ら
ず
、
直
ぐ
に

く
自
害
せ
ら
る
べ

し
（『
名
將
言
行
錄
』
第
之
二
六
「
高
橋
鎭
種（
（（
（

」）

と
語
っ
た
と
い
う
。
實
父
が
、
養
子
に
出
さ
れ
る
實
子
に
對
し
、「
己
と
養
父
と

が
戰
と
な
っ
た
際
は
、
養
父
側
と
し
て
己
を
討
ち
取
れ
」
と
諭
し
た
と
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
實
父
と
養
父
と
い
う
、
二
者
の
孝
の
對
象
が
對
立
し

た
際
、
養
父
側
に
與
し
（
＝
孝
）、
實
父
を
討
ち
取
る
（
＝
親
殺
し
の
不
孝
）
こ
と



本
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親
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二
二
七

の
で
、
時
の
人
は
そ
の
子
を
「
孝
子
」
と
稱
贊
し
た
と
い
う
。
他
の
類
話
も
、

「
生
テ
恥
ヲ
見
ヨ
リ
ハ

4

4

4

4

4

4

4

4

、
不
如
ジ
、
祖
ヲ
煞コ
ロ

シ
テ
誰
人
ト
云
フ
事
ヲ
不
知
レ
デ
ハ

止
ミ
ナ
ム
ト
」（『
今
昔
物
語
集
』
第
一
〇
卷
「
震
旦
盜
人
入
國
王

盜
財
煞
父
語
」
第
丗

二
（
（（
（

）、「
父4

が
恥
み
ん
事
を
悲
し
み
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
釼
を
拔
き
て
其
の
頸
を
切
」（『
源
平
盛
衰

記
』
卷
二
〇
「
楚
效

保
事
（
（（
（

」）
な
ど
と
あ
り
、
父
の
名
譽
を
守
る
（
＝
孝
）
た
め
に

父
の
頸
を

と
す
（
＝
親
殺
し
の
不
孝
）
に
到
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
近
松
門
左
衞
門
の
淨
瑠
璃
『
平
家
女

島
』
第
三
段
「
朱
雀
の

所

の
場
」
の
一

は
、「
も
と
源
氏
に
仕
え
、
現
在
で
は
平
氏
に
仕
え
て
い
る
彌
兵

衞
宗
淸
は
、
平
重
盛
の
命
で
、
亂
行
が
噂
さ
れ
る
常
盤

歬
の
素
行
調
査
を
行
な

う
。
宗
淸
の
調
査
か
ら
、
常
盤
が
亂
行
を
隱
れ

に
平
氏
打
倒
の
擧
兵
の
た
め
の

兵
集
め
を
し
て
い
た
こ
と
が

朙
す
る
。
宗
淸
は
、

主
で
あ
る
常
盤
母
子
を
見

迯
し
た
く
思
う
の
だ
が
、
現
主
で
あ
る
平
氏
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
た
め
お
い
そ

れ
と
は
實
行
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
己
を
討
っ
て
迯
げ
る
よ
う
常
盤
母
子
に
訴
え

る
が
、
常
盤
は
誠
あ
る
武
士
（
宗
淸
）
を
討
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
肯
ん
ぜ

ず
、
兩
者
行
動
不
能
と
な
る
。
そ
の
時
、
常
盤

歬
に
仕
え
て
い
た
宗
淸
の
娘
雛

鶴
が
父
の
心
を
汲
ん
で
父
を
刺
し
、
常
盤
母
子
を
迯
が
す
」
と
い
う
も
の
。

　

結
果
的
に
宗
淸
は
死
ん
で
お
ら
ず
親
殺
し
の
事
例
と
は
い
え
な
い
の
だ
が
、
不

孝
が

ち
孝
と
な
る
事
例
で
あ
る
た
め
こ
こ
に
擧
げ
た
。
こ
こ
で
、
宗
淸
は
己
を

槍
で
突
い
た
娘
に
、「
出で

來か

し
を
つ
た
」（『
平
家
女

島
（
（（
（

』）
と
感
謝
し
、
常
盤
母

子
も
「
血
筋
程
㊒
る
心
ざ
し
子
と
い
ひ
親
と
い
ひ（
（（
（

」
と
雛
鶴
の
行
爲
を
稱
贊
し
て

お
り
、
こ
の
作
品
の
中
で
、
こ
の
「
親
へ
の
傷
害
」
が
極
め
て
好
意
的
に

か
れ

て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　

こ
こ
で
宗
淸
は
、
た
だ
母
子
を
見
迯
が
す
こ
と
を
、「

手
も
負
は
ず

し
て

は
、
宗
淸
が
武
士
が
廢
る
が

4

4

4

4

4

4

」「（
引
用
者
㊟
…
…
常
盤
に
叛
意
あ
れ
ば
そ
れ
を
討
て
と

の
重
盛
の
命
を
）
畏
つ
た
と
請
合
し
一
言
は
須
彌
山
よ
り
猶
重
し
。
彌
兵
衞
が
一4

四
、
孝
不
孝
一
致
狀
況

　

こ
こ
ま
で

な
る
二
者
へ
の
孝
が
背
反
す
る
狀
況
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た

が
、
こ
こ
で
は
、
親
殺
し
を
伴
う
同
一
人
物
へ
の
孝
不
孝
の
一
致
狀
況
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
つ
ま
り
、
親
殺
し
が
同
時
に
殺
さ
れ
た
親
へ
の
孝
と
も
な
る
と
い
う

狀
況
で
あ
る
。

　

狀
況
が
特
殊
な
た
め
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
史
實
で
㊜
當
な
例
は
見
當
た
ら

な
か
っ
た
が
、
文
學
作
品
に
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
。『
西
鶴
諸
國
は
な
し
』
三
ノ

七
「
因
果
の
拔
け
穴
」
は
、「
父
子
で
兄
の

討
ち
に
行
く
が
、
父
が
穴
に
詰
ま

り
捕
ら
え
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
子
が
父
の
頸
を

と
し
て
持
っ
て
迯
げ

る
」
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
、『
今
昔
物
語
集
』
卷
一
〇
第
丗

二
、『
㊟
好
選
』
上
、『
源
平
盛
衰
記
』
卷
二
〇
な
ど
に
見
え
る
說
話
を
元
に
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、『
㊟
好
選
』
載
す
說
話
を
示
す
。

保
と
云
ひ
し
人
は
、
飢
饉
の
爲
に
家
貧
し
き
が
故
に
、
父
と
共
に
鄰
の
州

に
行
き
て
人
の
財
を
盜
む
。

ち
父
と
子
と
財
を
盜
む
閒
、
家
人
幷
び
に
近

き
邊
、
各
出
て

び
て
之
を
追
ふ
。
二
人
迯
げ
走
る
こ
と
、

に
逢
へ
る
鼠

の
如
し
。
ち
子
は
疾
く
走
り
、父
は
遲
く
迯
ぐ
。垣
を
破
り
て
出
づ
る
時
に
、

子
先
に
出
で
ぬ
。
父
が
頭
は
垣
の
外
に
在
り
、
其
の
足
は
垣
の
內
に
捕
へ
ら

れ
ぬ
。
時
に

保
、
釼
を
以
て
父
の
頸
を
殺き

り
て
去
る
。
父4

恥
を
惜
し
み
し

4

4

4

4

4

4

が
故
に

4

4

4

、
喜
び
て
痛
か
ら
ず
。
時
の
人
之
を
稱
し
て
孝
子
と
名
づ
く
。（『
㊟

好
選
』
上
「
父
の
頸
を
殺
り
て
孝
子
と
す
」
第
八
九（

（（
（

）（

點
引
用
者
、
以
下
同
）

こ
れ
は
、
父
に
盜
人
の
汚
名
を
着
せ
な
い
た
め
に
、
頸
を
切
っ
て
殺
す
と
い
う
も



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

二
二
八

の
他
に
、
親
の
命
と
い
う
極
大
の
マ
イ
ナ
ス
を
塡
補
す
る
の
に
、「
敕
命
に
從
う

と
い
う
忠
」
で
は
價
値
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
に
對
し
て
、「
親
の
名
譽
」
は
、
親
の
命
を
塡
補
す
る
に
足
る
價
値
と
し
て
認

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
讀
み
と
れ
よ
う
。

　

こ
の
、「
親
と
同
等
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
價
値
を
持
つ
存
在
」
と
し
て
は
、
親

以
外
に
は
、
親
と
と
も
に
三
綱
に
お
け
る
上
位
者
で
あ
る
君
・
夫
が
相
當
す
る
。

「
親
」
を
細
分
し
た
場
合
は
、「
母
」
に
對
し
て
は
「
父
」
が
、「
實
父
」
に
對
し

て
は
「
養
父
」
が
こ
れ
に
當
る
。

　

父
母
背
反
事
例
に
お
い
て
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
、
母
の
父
殺
し
の
み
問
題
視

さ
れ
、
父
の
母
殺
し
に
つ
い
て
は
言
及
が
見
あ
た
ら
な
い
の
は
、
當
然
『
近
世
孝

子
傳
』
に
見
え
た
「
父
重
く
し
て
母
輕
し
」
な
る

念
に
基
づ
く
た
め
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
具
體
的
に
は
、

し
父
、
母
を
殺
せ
ら
ば
、
乃
ち
是
れ
夫
、
妻
を
殺
す
。
母
は
父
よ
り
卑
し
。

此
の
子
吿
げ
ず
し
て
是
な
り
。
…
…
母
の
將
に
殺
さ
む
と
す
る
を
知
れ
ば
、

理
、
應
に
父
に
吿
ぐ
べ
し
。
如
し
其
れ
已
に
殺
せ
ら
ば
、
宜
し
く
官
に
聽
吿

す
べ
し
。
今
、
母
、
父
を
殺
し
て
子
吿
げ
ざ
れ
ば
、
便
ち
是
れ
母
を
知
り
て

父
を
知
ら
ず
。

は
野
人
に
比な
ら

び
、
義
は
禽
獸
に
近
し
（

父
殺
母
、
乃
是

夫
殺
妻
。
母
卑
於
父
。
此
子
不
吿
是
也
。
…
…
知
母
將
殺
、
理
應
吿
父
。
如

其
已
殺
、
宜
聽
吿
官
。
今
、
母
殺
父
而
子
不
吿
、
便
是
知
母
而
不
知
父
。

比
野
人
、
義
近
禽
獸
）。（『
魏
書
』
卷
八
八
、
列
傳
七
六
、
良
吏
傳
「
竇
瑗
」）

な
ど
と
、
父
母
が
互
い
に
相
手
を
殺
害
し
た
場
合
、
子
に
と
っ
て
父
は
母
よ
り
優

先
さ
れ
る
と
い
う
認

と
軌
を
一
に
す
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
近
松
の
淨
瑠
璃
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
義
理
と
人
情
」
と

生
の
廢
る

4

4

4

4

と
知
ら
ぬ
恨
め
し
や（
（（
（

」
と
表
現
し
て
お
り
、
雛
鶴
は
、
父
が
「
廢
る
」

の
を
防
ぐ
、

ち
父
の
武
士
と
し
て
の
義
理
・
名
譽
を
立
て
し
め
る
（
＝
孝
）
た

め
に
、
父
を
刺
す
（
＝
親
傷
害
の
不
孝
）
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る（
（（
（

。

　

筆
者
は
か
つ
て
、
孝
を
構
成
す
る
三
要
素
に
つ
い
て
「
養
親―

後
嗣―

服
從
」

と
い
う
優
先
順
位
が
あ
る
と
論
じ
た
が（
（（
（

、
本
節
で
考
察
し
た
事
例
は
、
そ
の
最
優

先
と
さ
れ
る
「
養
親
」
を
越
え
、
養
う
べ
き
親
を
殺
し
て
で
も
そ
の
名
譽
を
守
る

こ
と
を
優
先
す
る
も
の
で
、
本
朝
に
お
け
る
「
名
」
の
重
さ
を
如
實
に
表
わ
し
た

も
の
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
よ
り
、
一
行
動
に
お
け
る
孝
不
孝
一
致
事
例
に
お
い
て
「
親
殺
し
」
が
容

認
さ
れ
る
條
件
と
し
て
、
親
の
名
譽
の
保
全
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
つ
ま
り

こ
こ
で
は
、
親
の
命
を
塡
補
し
得
る
も
の
と
し
て
、
親
本
人
の
名
譽
が
想
定
さ
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に　

　

こ
こ
ま
で
で
、
親
殺
し
と
い
う
極
大
の
不
孝
を
塡
補
し
得
る
も
の
と
し
て
、
①

忠
孝
背
反
事
例
に
お
い
て
は
國
家
・
君
の
命
（
君
の
璽
符
）、
②
貞
孝
背
反
事
例
に

お
い
て
は
夫
の
命
、
③
父
母
背
反
事
例
に
お
い
て
は
父
の
命
、
④
實
父
養
父
背
反

事
例
に
お
い
て
は
養
父
の
命
、
⑤
一
行
動
に
お
け
る
孝
不
孝
一
致
事
例
に
お
い

て
は
父
の
名
譽
、
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
大
き
く
い
っ
て
、
國
家
・
君
・

夫
・
他
の
親
（
父
・
養
父
）
の
命
の
た
め
に
は
、
親
殺
し
が
容
認
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
親
の
命
を
塡
補
す
る
に
は
、「
親
と
同
等
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
價
値
を
持
つ

存
在
」
す
な
わ
ち
三
綱
に
お
け
る
上
位
者
の
命
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
な
る
。
こ

れ
に
價
値
の
及
ば
な
い
も
の
で
は
、
親
の
命
を
塡
補
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
親
殺

し
が
容
認
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
、
親
殺
し
を
行
な
っ
た
義
朝
は
大
い
に

非
難
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
親
殺
し
が
意

的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と



本
朝
に
お
け
る
親
殺
し
の
不
孝
の
容
認

二
二
九

　

㊟
（
1
）　

昭
和
四
八
年
四
⺼
四
日
、
最
高
裁

所
に
お
い
て
、
刑
法
二
〇
〇
條
で
規
定
さ
れ

て
い
た
尊
屬
殺
人
罪
に
お
け
る
重
罰
規
定
が
違
憲
で
あ
る
と
の

決
が
下
り
、
平
成

七
年
の
刑
法
改
正
に
お
い
て
、
同
條
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
朝
で
は

法
律
上
、
尊
屬
殺
人
罪
と
普
通
殺
人
罪
と
の
差

が
消
滅
し
た
。

（
2
）　

井
上
光
貞
他
校
㊟
、
日
本
思
想
大
系
3
『
律
令
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）、

一
六
頁
。
な
お
、
﨤
り
點
・
ル
ビ
等
は
省
略
し
た
。
以
下
同
。

（
3
）　
『
律
令
』、
九
〇
頁
。

（
4
）　
『
律
令
』、
九
一
頁
。

（
5
）　
「
皆
斬
」
と
は
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』

當

の
㊟
に
、「
皆
斬―

首
從
の
別
を

立
て
ず
、
共
謀
者
は
す
べ
て
斬
刑
と
す
る
の
意
」（『
律
令
』、
八
七
頁
）
と
あ
る
。

（
6
）
內

耻
叟
校
訂
『

定
書
百
ケ
條
』（
松
野
勈
雄
出
版
、
一
八
九
五
年
）、
一
一
二

頁
。

（
7
）　
『

定
書
百
ケ
條
』、
一
一
四
頁
。

（
8
）　

石
井
良
助
編
、
近
世
法
制
史
料
叢
書
1
『

仕
置
裁
許
帳
・
嚴
牆
集
・
元
祿

法

式
』（
創
文
社
、
一
九
五
九
年
）、
三
九
頁
。

（
9
）　

武
家
法
で
あ
る
『

定
書
百
個
條
』
は
、「
主
殺　

二
日
晒
一
日
引
廻　

鋸
挽
之

上
磔
」（『

定
書
百
ケ
條
』、
一
一
一
頁
）
と
あ
り
、
主
殺
し
の
み
鋸
挽
（
最
高
刑
）

と
す
る
が
、
實
際
は
尊
屬
殺
に
も
鋸
挽
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
新
井
白
石

『
折
た
く
柴
の
記
』
卷
下
に
、「
近
例
、
主
人
・
父
母
を
殺
せ
し
も
の
の
事
は
、
鋸
挽

と
い
ふ
も
の
に
行
は
れ
、
そ
の
妻
子
等
も
死
刑
に
行
は
る
」（
松
村
朙
校
他
校
㊟
、

日
本
古
典
文
學
大
系
95
『
戴
恩
記　

折
た
く
柴
の
記　

東
事
始
』（
岩
波
書
店
、

一
九
六
四
年
）、
三
九
九
−四
〇
〇
頁
）
と
あ
る
。

（
10
）　

山
田
孝
雄
他
編
、
日
本
古
典
文
學
大
系
25
『
今
昔
物
語
集
』
第
四
集
（
岩
波
書

店
、
一
九
六
二
年
）、
七
六
頁
。

（
11
）　

懷
奘
編
、
和
辻
哲
郞
校
訂
『
正
法
眼

隨
聞
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
二
九
年
）、

が
對
立
し
た
場
合
は
義
理
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
近
世
望
ま
し
い
と

さ
れ
る
思
考
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
己
の
子
と
他
人
の
子
と
の
ど
ち
ら
か
一
人
し

か
助
け
ら
れ
な
い
場
合
に
、
他
人
の
子
を
優
先
す
る
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
美
談

の
型
で
あ
る
が（
（（
（

、
五
井

洲
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

吾
に
嬰
兒
㊒
り
。
人

我
に
託
す
に
嬰
兒
を
以
て
し
、
業す

已で

に
之
を

す
。

ち
難
に
臨
み
兩
全
す
る
能
は
ざ
れ
ば
、
寧
ろ
吾
が
子
を
舍
つ
べ
し
。
是
れ

義
な
り
（
吾
㊒
嬰
兒
。
人

託
我
以
嬰
兒
、業
已

之
。

臨
難
不
能
兩
全
、

寧
舍
吾
子
。
是
義
也
）。（『
瑣
語
』
下（
（（
（

）

と
述
べ
て
、
他
人
の
子

ち
義
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
先

の
「
養
親―

實
親
」
背
反
事
例
に
つ
い
て
も
、
こ
う
い
っ
た
情
に
對
す
る
義
の
優

先
と
い
う
意

が
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
忠
孝
背
反
に
お
け
る

羅
山
・
履
軒
や
、
實
父
養
父
背
反
に
お
け
る
梅
岩
の
よ
う
な
、「
二
律
背
反
に
よ

り
行
動
不
能
に
陷
っ
た
場
合
は
己
の
命
を
捨
て
よ
」
と
の
主
張
も
、
こ
の
「
義
理

と
人
情
と
の
板
挾
み
」
よ
り
死
を
選
ぶ
と
い
う
當
時
の
好
み
と
關
連
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

以
上
よ
り
、
親
殺
し
は
時
に
容
認
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
容
認
の
可
能
性
が
生

じ
る
條
件
と
し
て
は
、
親
の
命
に
相
當
す
る
價
値
、

ち
三
綱
に
お
け
る
上
位
者

の
命
、
或
い
は
親
本
人
が
己
の
命
よ
り
價
値
が
あ
る
と
す
る
も
の
に
よ
っ
て
、
親

の
命
喪
失
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
が
塡
補
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
逆
に
い
え
ば
、
多
く
の
場
合
で
人
倫
上
最
大
の
價
値
を
持
つ
と
さ
れ
る
親
の

命
も
、
常
に
獨
尊
の
存
在
た
り
得
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
に
こ
れ
に
相
當
す
る
價

値
が
存
在
し
得
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。



日
本
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十
五
集

二
三
〇

（
25
）　
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
九
卷
、
二
二
頁
。

（
26
）　
『
列
女
傳
』『

陽
國
志
』
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
る
。

（
27
）　
『
新
訂
增
補　
國
史
大
系
〔
普
及
版
〕
日
本
書
紀
』
歬
編
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
一

年
）、
二
〇
六
頁
。

（
28
）　

八
虐
に
、「
七
に
曰
は
く
、
不
孝
。［
謂
は
く
、
祖
父
母
・
父
母
を
吿
言
・
詛
詈

し
］（
七
曰
。
不
孝
。［
謂
。
吿
言
詛
詈
祖
父
母
父
母
］）」（『
養
老
律
』
名
例
律
第
一

（『
律
令
』、
一
八
頁
））
と
あ
り
、
子
が
直
系
尊
屬
を
訴
え
る
の
は
重
罪
で
あ
っ
た
。

（
29
）　
『
戴
恩
記　

折
た
く
柴
の
記　

東
事
始
』、
三
三
九
頁
。

（
30
）　

こ
の
事
件
に
關
し
て
は
、
桑
原
隲

『
中
國
の
孝
衟
』（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）、

一
一
〇
−一
一
五
頁
に
詳
し
い
。

（
31
）　
『
戴
恩
記　

折
た
く
柴
の
記　

東
事
始
』、
三
四
〇
頁
。

（
32
）　

例
え
ば
漢
土
の
例
で
は
、「
中
國
に
は

來
、
幾
種
類
も
の
父
母
が
社
會
的
に
あ

っ
た
。
三
父
八
母
、
六
父
十
二
母
、
或
は
四
父
六
母
等
と
い
わ
れ
る
も
の
が
こ
れ
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
父
母
の
內
で
、
法
律
上
、
親

者
と
し
、
且
、
子
が
扶

養
義
務
を
負
っ
た
父
母
は
、
主
と
し
て
親
父
母
、
養
父
母
、
及
び

母
、
繼
母
、

母
（
い
わ
ば
二
父
五
母
）
の
範
圍
で
あ
ろ
う
」（
仁
井
田
陞
『
中
國
法
制
史
』（
岩
波

書
店
、
一
九
五
二
年
）、
二
六
九
頁
）
と
さ
れ
る
。

（
33
）　

一
般
的
な
親
同
士
の
背
反
と
し
て
は
、
以
下
で
擧
げ
る
「
父―

母
」「
養
親―

實

親
」
の
他
に
「
舅
姑―

實
親
」
と
い
う
背
反
も
想
定
し
う
る
が
、
實
際
は
「
嫁
家―

實
家
」
の
背
反
と
な
り
、
多
く
「
夫―

實
親
」
背
反
事
例
と
同
型
と
な
る
。
な
お
喪

制
で
は
、
既
婚
女
性
の
喪
朞
は
舅
・
實
父
と
も
に
齊
衰
不
杖
朞
（「
杖
つ
か
ず
、
蔴

履
す
る
者
…
…
、
女
子
子
の
人
に
㊜
く
者
、
其
の
父
母
と
、
昆
弟
の
父
の
後
と
爲
る

者
の
爲
に
す
（
不
杖
、
蔴
履
者
…
…
、
女
子
子
㊜
人
者
、
爲
其
父
母
、
昆
弟
之
爲
父

後
者
）」・「
婦
、
舅
姑
の
爲
に
す
（
婦
、
爲
舅
姑
）」（『
儀
禮
』
喪
服
））
と
あ
る
。

（
34
）　

本
誠
一
編
『
日
本
經
濟
叢
書
』
卷
一
六
（
日
本
經
濟
叢
書
刊
行
會
、
一
九
一
五

年
）、
五
八
四
頁
。

八
五
頁
。

（
12
）　

指

す
る
ま
で
も
無
い
こ
と
だ
が
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
「

」「

」
な

ど
の
德
目
は
、
一
般
的
に
强
度
の
點
で
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
德
目
と
較
べ
物
に

な
ら
な
い
。
た
め
に
、
我
が
子
を
埋
め
て
親
の
⻝
事
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
郭
巨
埋

子
譚
な
ど
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
互
い
の
背
反
が
深

な

を
生
む
こ

と
は
少
な
い
。

（
13
）　

例
え
ば
津
田
左
右
吉
氏
は
、「
儒
敎
の
衟
德
思
想
で
は
親
子
が
も
と
で
あ
り
君
臣

が
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
と
な
つ
て
ゐ
る
が
…
…
、
孝
を
百
行
の
も
と
と
す
る
儒
敎
衟
德

に
對
し
て
、
日
本
で
は
孝
よ
り
も
忠
が
重
い
と
說
か
れ
る
や
う
に
も
な
つ
た
」（『
シ

ナ
思
想
と
日
本
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
）、
八
五
頁
）
と
す
る
。

（
14
）　
『
愚
管
抄
』
卷
四
・『
保
建
大
記
』
上
卷
庚
戌
（
大
治
五
年
）
條
・『
讀
史
余
論
』

卷
二
「
上
皇

政
務
之
事
上
」
後
白
河
院
條
・『
通
語
』
第
一
「
保
元
語
」
な
ど
。

（
15
）　

岩
佐
正
校
㊟
『
神
皇
正

記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）、
一
四
〇
頁
。

（
16
）　

本
稿
で
は
、
實
際
に
手
を
下
し
て
お
ら
ず
と
も
、
親
を
見
殺
し
に
し
た
り
、
己
の

行
爲
で
親
が
命
を
失
う
こ
と
が
豫
想
さ
れ
得
て
い
な
が
ら
敢
て
そ
れ
を
行
な
う
と
い

っ
た
場
合
も
、
廣
義
の
「
親
殺
し
」
と
し
て
取
り
扱
う
。

（
17
）　

近

諬
吾
・
金
本
正
孝
編
『
淺
見
絅
齋
集
』（
國
書
刊
行
會
、
一
九
九
〇
年
）、

六
九
九
頁
。

（
18
）　
『
淺
見
絅
齋
集
』、
六
九
九
頁
。

（
19
）　
「
李
璀
カ
例
」
と
は
、
唐
の
德
宗
の
世
、
李
璀
が
父
李
懷
の
叛
意
を
訴
え
出
、
結

果
李
懷
が
處
刑
さ
れ
た
事
例
を
指
す
。

（
20
）　

關
儀
一
郞
編
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
八
卷
（
鳳
出
版
、
一
九
七
八
年
）、
一
三
頁
。

（
21
）　
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
八
卷
、
三
九
頁
。

（
22
）　

關
儀
一
郞
編
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
九
卷
（
鳳
出
版
、
一
九
七
八
年
）、
二
一
頁
。

（
23
）　
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
九
卷
、
二
一
−二
二
頁
。

（
24
）　
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
九
卷
、
二
二
頁
。



本
朝
に
お
け
る
親
殺
し
の
不
孝
の
容
認

二
三
一

年
）、
五
〇
二
頁
。

（
47
）　
『
近
松
門
左
衞
門
全
集
』
第
八
卷
、
五
〇
二
頁
。

（
48
）　
『
近
松
門
左
衞
門
全
集
』
第
八
卷
、
五
〇
一
頁
。

（
49
）　

子
に
と
っ
て
父
の
名
譽
は
孝
の
構
成
要
件
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
冢
田
大
峯
は
、「
遷

と
固
と
、
子
を
以
て
之
を
視
れ
ば
、
則
ち
父
を
し
て
名
を
沒
せ
し
む
。
斯
れ
歎
ず
べ

し
（
遷
與
固
、
以
子
視
之
、
則
使
父
沒
名
。
斯
可
歎
也
）」（『
隨
意
錄
』
卷
二
（
東

壁
堂
、
一
八
二
九
年
）、
三
七

表
）
と
し
て
、
父
の
名
を
揚
げ
な
か
っ
た
こ
と
を

以
て
司
馬
遷
と
班
固
と
を
批

し
て
い
る
。

（
50
）　

拙
稿
「
儒
家
系
文
獻
に
お
け
る
「
孝
」
と
「
不
服
從
」
と
の
關
係
」（『
中
國
硏
究

集
刊
』
律
號
（
總
第
30
號
）、
二
〇
〇
二
年
）
參
照
。

（
51
）　

漢
土
の
『
列
女
傳
』
や
正
史
傳
記
な
ど
に
枚
擧
に
暇
無
い
。
本
朝
で
も
、
所
謂

「
一
門
三
賢
」
說
話
が
多
く
の
書
物
に

錄
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
同
モ
チ
ー
フ
の
話

と
し
て
、
井
原
西
鶴
『
武
家
義
理
物
語
』
卷
五
第
二
「
同
じ
子
な
が
ら
捨
て
た
り
抱

い
た
り
」
な
ど
が
あ
る
。

（
52
）　

關
儀
一
郞
編
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
一
卷
（
鳳
出
版
、
一
九
七
八
年
）、
二
八
頁
。

（
35
）　
『
律
令
』、
二
三
五
頁
。

（
36
）　
『
日
本
經
濟
叢
書
』
卷
一
六
、
五
八
四
頁
。

（
37
）　

城
井
壽

撰
『
近
世
孝
子
傳
』（
槐
陰
書
屋

版
、
一
八
七
四
年
）、
三
八

表―
三
九

裏
。

（
38
）　
『
近
世
孝
子
傳
』、
四
〇

表―

裏
。

（
39
）　

喪
制
は
、
養
子
は
養
父
に
斬
衰
三
年
（「
喪
服
斬
衰
…
…
、
人
の
後
と
爲
る
者
、

〔
後
と
す
る
所
の
父
の
爲
に
す
〕（
喪
服
斬
衰
…
…
、
爲
人
後
者
、〔
爲
所
後
之
父
〕）

（
引
用
者
㊟
…
「
爲
所
後
之
父
」
五
字
は
、
賈

に
「
雷
氏
云
へ
ら
く
、
此
の
文
當

に
「
爲
人
後
者
爲
所
後
之
父
」
と
云
ふ
べ
し
と
（
雷
氏
云
此
文
當
云
爲
人
後
者
爲

所
後
之
父
）」
と
あ
る
の
に
從
い
補
う
）」（『
儀
禮
』
喪
服
））、
實
父
に
は
齊
衰
不
杖

朞
（「
杖
つ
か
ず
、
蔴
履
す
る
者
…
…
、
人
の
後
た
る
者
、
其
の
父
母
の
爲
に
す
（
不

杖
、
蔴
履
者
…
…
、
爲
人
後
者
、
爲
其
父
母
）」（『
儀
禮
』
喪
服
））
で
あ
り
、
養
父

が
よ
り
重
い
。

（
40
）　

岡
谷
繁
實
撰
『
名
將
言
行
錄
』
第
三
册
（
牧
野
書
房
、
一
八
九
五
年
）、
七
八
九

頁
。

（
41
）　

柴
田
實
編
『
石
田
梅
岩
全
集
』
上
卷
（
淸
文
堂
出
版
、
一
九
七
二
年
）、
二
五
一

頁
。

（
42
）　
『
石
田
梅
岩
全
集
』
下
卷
（
淸
文
堂
出
版
、
一
九
七
三
年
）、
一
二
九
頁
。

（
43
）　

馬
淵
和
夫
他
校
㊟
、
新
日
本
古
典
文
學
大
系
31
『
三
寶
繪　

㊟
好
選
』（
岩
波
書

店
、
一
九
九
七
年
）、
二
七
五
頁
。
な
お
、
新
日
本
古
典
文
學
大
系
本
の
㊟
に
、「
源

は
生
經
二
、
佛
說
舅
甥
經
一
二
で
、
も
と
イ
ン
ド
種
の
話
が
中
國
說
話
化
し
た
も

の
」（『
三
寶
繪　

㊟
好
選
』、
二
七
五
頁
）
と
あ
る
。

（
44
）　

日
本
古
典
文
學
大
系
23
『
今
昔
物
語
集
』
第
二
集
、
三
二
一
頁
。

（
45
）　

國
民
圖
書
株
式
會
社
編
『
日
本
文
學
大
系
』
第
一
五
卷
（
國
民
圖
書
株
式
會
社
、

一
九
二
六
年
）、
七
二
〇
頁
。

（
46
）　

高
野
辰
之
・
黑
木
勘

編
『
近
松
門
左
衞
門
全
集
』
第
八
卷
（
春
陽
堂
、
一
九
二
三


